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東洋人 對 國語敎授法 山口に する

山口

東洋人 對 國語敎授法に する

山口

山口 自國語

我 國語 敎習 對象 小學校敎育 始 入學 初期 主 兒童 旣有 経驗が を の とするのは に まる の は に の の と。

旣知 話言葉 利用 文字 敎 文章 讀 意味 理會 努の を して を へ を んでその を さすことに める それか、 。

旣習旣知 文字 文章 讀 種種 知識 得 言語文章 表現 樣相ら の によって を ませて の を させ による の と、

形式 熟 逐 綴方作文 課 思想 表現 心意 啓培 資に させる そして 々に を して の と の に するのであって。 、

樣 敎習 中學 大學 續この な は から まで く。

山口



自國語

自國語

自國語 敎習 故 文字言葉 始終 文字言葉 中心 行 間 自然 話の はそれ に に し を として はれ その に に、 、

言葉 習練 相違 特 敎習意識 對象 敎授 學習が されるには はないが にそれが の となり なり なりに、 、

特別 志向 普通 今年國民學校令 實施に されないのが である の。 當 學校敎育 話言葉に たり では、

敎育 注意 努 正確雅馴 樣 從來 如 文字言葉 敎習 偏の に し めて とする にして の く の に してはなら、 、

樣 云 自國語 敎育 初發 文字言葉 敎ない にといってはゐるが なんと っても の ではその からして の、 、

習 主眼 爭 事實を とすることは はれない である。

山口

山口

山口

明治維新以來七十年間 外國語敎習 間幾多 改良 行 遂の には その の が はれたにもかゝはらず に、 、

文字 讀方風 方法 域 脫 出來 僅 會話 名目 至極雜駁無系による の の を することが ず ただ に といふ で、

統 材料 方法 話言葉 敎習 過な と で の をするに ぎないのである。

小學校令 國民敎育令



山口

中國人 我 國語 學 者 主旨 國人 西洋 言葉 敎習 同これまで の が を ぶ の は が の を すると じく それを、 、

方便 西洋 文化文明 關 學術技能 習得 日本文 讀解として の に する を すればいゝとし そこそこに の、

出來 足 多 敎 者 習 者 文字言葉 敎習 專念 敎が れば れりとするがものが く へる も ふ も の に し その、 、

材 方法 文字文章 偏 視的方法 傾 爭 出來 殊 同文 思も も に し に いてゐることは ふことは ない に の、 。

想 敎習方法 決定 有力 條件 仮名 讀方 知 振仮名 漢字 讀方 知が を する な となり の を り その で の を、 、

語法 助詞 用言 語尾変化 規則 文 構造 分 日本文 理會 大体誤り で と の の と の とが れば の は ること、 、

早 迷信 彼等 西洋 言葉 難 日本語はないと のみこみで してゐる は の を しとし はやさしいとしてゐ。 、

歐米崇拝 卑屈思想 云 敎習方法 由來 少るのは あながち の によるとも へない その に することろも、 。

くはあるまい。

山口 支那人

山口

不完全 讀解 足 眞 活 言葉 眞 共同活動 力源な で れりとすべきものではなく に きた で に の となる、 、

活 日本語 談話 文章 兼備 聞 話 讀 綴ものでなくてはならない きた とは も も したもので き し み りの。 、

四種活動 堪 意味 讀 話 綴 聞 取に えるものであることを する めるが せないとか れるが き れないとか。 、

片輪 言葉 旣 日本語習得 目的 変 習得 目標 変 以そんな な であってはならない に の は り の が った。 、

上 敎習 方法 変 先 正 言語敎習觀 確立は その の も るべきである それには づ しい を しなくてはなら、 。

言葉 本質 本 外 自國語 學校敎育 於 敎ない それは の に づくものであるより はない としての に ける。 。

育 順序 方法 直 移 外國語 而 活 日本語 敎習方法 手本の と とを に して として も きた の の とすべきで、

甚 姑息 方法觀 新目標 副 方法觀 宜 生活はない それは だ な であり に はない である しく による。 、 。

其 習得過程 日本語敎習方法 基礎の を の とすべきである。

山口



自國語

山口

自國語

自國語

自國語 自國

語

山口

山口

言辭

一個人 自國語 習得 過程 人類 言葉 發達過程 一生がその を する は がその の としたところを その、 、

初期 繰 返 始 聽 次 話 聽 話 得 次 讀 讀 得 始の に り すのである めに き に し き し て に む み て めて。 、 、 、

綴 如何 文明 發達進步 國民 國語習得 順序 此 鐵則 從る に の した でも その の はすべて の に ふので。 、

故 聽 人間 言葉發達 最初 共 一個人 言語活動 發達ある それ に きは の の のものであると に の の。 、 、
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最初 而 最後 中心 話言葉 文字言葉 基礎 文字の のもので も まで となるのである は の であって、 。 、

言葉 話言葉 上 伸 話言葉 基礎 言葉 言靈 失 言葉は の に びる に をおかない は を ったものであり の。 、

本質 欠 文字言葉 話言葉 習得 本末顚倒 沙汰を いたものである によって を しようといふのは の で。

ある。

山口

山口 自國語

山口 言辭

外國語 敎習 先在 自國語 利用 基礎 上 外國語 發達の に の を し それを にしてその に を させ、 、

直 文字言葉 出發 對譯 如 自國語 話言葉 外國語ようとし に から し による きは の と のそ、 、 、

取 違 沙汰 全 木 竹 類 云 一見敎習上 困難れとを り へた で く に をつぐの と はねばならず の を、 、

緩和 見 其 實 基礎 薄弱 言葉 混雜 却 健全 外國するかに えて の は の と と とによって って な、 、

語 習得 見 出來 從來 外國語敎習 結果 証明の を ることの ないことは の の がそれを してゐるの、

である。

自國語 母語

山口

山口 自國語

翻譯 母語 習得によって を し

幼兒た はない

小林ミナ  

敎授法よくわかる アルク 



母語

元來外國語 敎習 旣 自國語 一応 言葉 發達 遂 者 或 發達 中途の は に で は の を げた か は の にあるも、 、

對 行 旣 心理發達 或 段階 達 言葉 嬰兒のかに して はれることで にその が る に したものが だけは の、 、

如 初發 狀態 學習 極 不自然 云 心理發く の で するのであるから めて なことと はねばならない この、 。

達 所學 外國語 不平行 自國語 先在 自國語習得 場合と の との であることと が してゐることが の、 、

異 敎習 異 理由 敎習 困難 一 此とは るところで その の らなくてはならない も その の なわけも に の、 、

点 因に るのである。

山口 自國語 朝鮮人 取 朝鮮に っては

語 台湾人 取 台湾語 自國的 我 國語 外國語的 從に っては がより で が はより である って、 、 、 。

彼等 子弟 國語 敎育方法 外國的の の の も でなくてはならないのである。

自國語

山口

自國語

山口

山口

常 聽 重 聽方 總 言葉 基礎 打 固 正 語音正 語順 慣に きを んじ によって べて の を ち め しい しい に れさ、

語音流動 瞬間 語義文意 把捉 理解 得 樣 敎程 敎材 敎順 敎法 定せ の ここに を し し る にと を、 、 、 、 、

實行 日本語敎習 主眼 思 中略 全 言語習得めて することこそ の と はなくてはならない これは く の。

鐵則 從 言葉 本質的機構 則 旣 台湾 朝鮮 關東州 滿鐵沿線に い の に ったものであって に な、 、 、 、 、

各地 異語人 子弟敎育 日本語敎習 實行 今日 成績どの で そこの の の に し の をあげてゐることで、 、 、

日本語 卷 第 号 日本語敎授法序說  



中國人 日本語敎習 行ただ の にだけ はなかったまでのことである。

山口

台湾 朝鮮、 、

內地 支那人

山口

山口

山口

日本語敎習 順序 聽 話 讀 綴 順 談話 敎習 文字文章 敎習 先行の が の にきめられて の が の に す、 、 、 、

樣 從來 方法觀 種 固陋 因習 偏見 捨る になったところで の につきまとってゐた 々な な と を てなく、 、

其 第一 言葉 對 器械觀 中略てはだめである の は に する である。 。 實際生活 於ところが に ける、

言葉 語音 語詞 語法 總 一 時 場はそんなものではなくて も も も べてが つのものになり その その、 、 、 、

物 事 人 特別 意味 示 特別 意趣 顯 生活その その その によって な を し な を はすのである によ、 、 、 、 。

言葉 習得習熟 斯樣 一一 具体的事物 卽 言葉 意味 理解 言葉 形式る の は な の に する の の であり の、 、

全体的把握 中略 前者 科學 方法 似 後者 芸能 方法 似の である を の に てゐるといへば は の に て。 、

云 最初ゐるとも へる は。 言語感 養 最後を ひ に言語勘 作 於 日本語 敎習を るのである ここに て の。

言語知 主 物理的方法 言語感 言語勘 主 生活的方法 轉回 提を を とした から と を とする に すべしと、

唱するのである。

山口

自國語



自國語 敎習 談話 方 從來 力 入 思の でさへ の に よりは を れなくてはならないと はれるのであるから、

外國語 敎習 層一層談話 力 注 云の では に を ぐべきは ふまでもないことである。 故 若 分科それ に し を

設 區別原理 言葉 活動 本質 科名 言語活動 區別 一けるとならば その を の の において その が の と、 、

致 敎習 重点 敎習方法 殊差 示 聽方 話方 讀方 綴方 方 從來 分し よく の と の を す といふ が の、 、 、 、 、

科名 合理的よりは だといふことができる。並 於 語音語彙法 各項 敎習 一主題的單に いて の を の、

元 見 言語 器械觀 捨 同時 會話 講讀 語法 作文 如 分科 設定と る の を てると に の く を して、 、 、 、 、 、

各 敎材 異 敎習方法 殊 樣 分科設定觀 捨その を にしながら を にしない な も てなくてはならない そ、 。

日本語敎習 聽方 話方 讀方 綴方 如 分科 殊更 設して には といふが き を に けなくて むしろ、 、 、 、 、

日本語一本建 其 敎材 一 事實 探 唯一 主題 統一 聽方 話方 讀とし の もただ つの に り の に して、 、 、 、

方 綴方 綜合 敎習 談話文章 敎習 重点 程度分を して するやうにし その は それぞれ の によって、 、 、 、

量 上 輕重難易 差 設 卽 聽方 質 於 他 三種敎材の に の を ければよい ち はその に ては の よりはむづか。

量 於 多 樣 話方 聽方 材料 採 讀方 談話 材料 綴方 他しく に ては い にし は の から り は の より は、 、 、 、

三種 材料 選定 樣 同一 題材 二對四種 各敎材の の より するのである この にすれば の について の。 、

敎習 重点 於 主題的 一致 而 言葉 形式 異 意味がその の に いては に し もそれぞれ の を にしながら、 、

的 重要 語句 個文 語法 不知不識 間 二對四種 活動 通 立体的 錬成に な や や は の に の を して に せられ、

言葉 偏頗 跛樣を な なものとしないのである。

言語 器械觀 捨の を てる

山口 自國語

自國語

四種

山口

從來 外國語 敎習 讀 綴 方法 採 生活 逆 最 敎習の の に みや りの を ったのである では に も しにくい。 、

音韻

語義 語彙 語法 單語音 五十音表

語彙 語法、

談話 、



會話 最初 來 次 問答 始 讀 書 前二者 始 外が に り に が まる み きは につづいて まる しかしながら、 。 。

國語 敎習 本當 會話 敎習化 難 最初 課 出來の では の は し いから には することが ない。普通 暗記的の

對話練習 會話的敎材 讀 方風 一人暗記 本當 會話 緣 遠 贋な や の み な などは の とは の い ものである

中略 讀書作文 社會性 薄 非對話的それから は の い なものである。

山口

非

總 敎習材料 敎習 手順 談話化 對話化 同時 敎習 進 敎室 生活べての を の で し すると に その を める の、

日本語 敎習 關 命令 指示 賞讚 注意 叱責 激勵 行を でするのである に する などを って。 、 、 、 、 、 、

敎習材料 並行 會話 敎習 最初期 實踐 學習 日本語に して を の から するのである これは の といふの。

會話 敎習材料 敎習方法 始 直接 實行体驗である これによって を と によらないで めから に さ。 、 、

直接法 特徵 一せるのでこれも の の つである。

山口

山口

山口

山口

山口

言葉 敎 何處 相手 自分 心 氣持 言葉を へるのでないけない までも に の をいふ でなくてはならない。 。

敎 語音 語法 文型を へるとなると やれ がどうだの アクセントがかうだの や があゝのといって、 、 、

詮議 言葉 生命 逃 相手 話がやかましくなり の が げる どんなやさしいことでも にそのことを し、 。 、

相手 事 意味 聽 心構 大切 自然 聽 心 話 心 養にその の を いてもらふといふ が だ それだと に く と す が。

山口 從來 讀方風 對譯法 日本語 敎習 勿論 直接法 標榜 一体 言葉の な による の は その を するものでも に 、

社會性 無視 山口喜一郞 東洋人 對 國語敎授法の を している に する 



言葉 力 伸 彼 言葉 形 敎 言葉 心 語 彼 言葉はれ の がひとりでに びる は の を へ これは の を る は、 。 、 。

學問 方法 似 言葉 伸 生活 方法 取 彼をつかまさうとして の に せ これは を ばさうとして の を る に、 、 。

話 意志 話 意志 彼 言葉 切 刻 言葉 全は す がなく これには す がある は を り み これは を いものとし、 。 、

敎授者 敎 心 話 心 一進一退 本當 話 時 本當 學ていたはる には へる と す が とかく する に す が に。 、 。

習者 心 聽 取 時の にコトバが き られる である。

山口

山口

學習者 心 聽 取の にコトバが き られる

本當 話 時 本當 學習者 心 聽 取に す が に の にコトバが き られ

時る である

山口

山口

自國語

山口

山口 年

國語文化講座 第 卷 國語進出編 東洋人 對 國語敎授法 山口に する  

山口

山口

山口
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要 旨

本論文 年 年 日本語敎授法 指導內容 讀 書 中心 話では から にかけて やその が み・ き から、 、

能力 强調 形 轉換 外國語敎授法 日本語敎授 問す を する に したことを としての のありかを いつつ その、 、

敎授法 提供 山口 中心 考察 年 國語文化講座 第ための の につとめた を として した とりわけ。 、 、  

卷 國語進出編 揭載 東洋人 對 國語敎授法 山口 論文 取 上 文字 言語に の に する という の を り げ から、

移 行 言語學上 流 敎授法 問題 表出 課題 取 組 山口へと り く の れをいかに の として できるかという に り んだ

取 卷 時代的 狀況 明を り く な を らかにしようとしたのである。

本論文 通 山口 何 從來 文字中心 敎育 偏 行 自國語敎育 問題を じて は よりも の の に って われている の、

提起 止 外國語敎育 諸問題 疑問 投 掛 明に まらず における にも を げ けていたことが らかになった また、 。 、

問題 打開策 一 談話敎育 立場 堅持 明 際その の の つとして の を したことも らかにできた そして その に。 、

授業 日本語 行 提案 山口 言 日本語 言語は を で わなければならないとする をしているが これこそ の う の、

現實 實現 直接法 具現 考 日本語敎育のなかで できる の であったものと えられる これもなお において。 、

實踐的 機能 重視 山口 認識 所産 他なコミュニケーション を する の の に ならない。

山口喜一郞 直接法 音聲重視 敎授法 自國語 外國語 談話敎育キーワード の、 、 、 、 、

住 수원시 영통구 영통동 서광아파트 동 호所

電 話


